
自己愛秩序自己愛秩序

一般社会秩序一般社会秩序

加害関与層の準拠モラル（秩序）加害関与層の準拠モラル（秩序）

被害者の孤立感被害者の孤立感

加害層加害層→非関与層への取り込み圧非関与層への取り込み圧

学校でのいじめを進行させる要因いろい学校でのいじめを進行させる要因いろい
ろろ

【【1】ベースとなる状況】ベースとなる状況

・教員による差別がある・教員による差別がある
・傍観者同罪扱いのいじめ予防・傍観者同罪扱いのいじめ予防
・学級のまとまり・自治に偏向した・学級のまとまり・自治に偏向した
学級運営学級運営
・「ゆさぶり」等と称して子どもを不・「ゆさぶり」等と称して子どもを不
安に落とし込む指導が行われる。安に落とし込む指導が行われる。

ＡＡ
教員教員

特定個人への加害構造の複層特定個人への加害構造の複層
化化
特定個人への加害行動の過激特定個人への加害行動の過激
化化
　　
加害することの安全性が長期加害することの安全性が長期
に確保されることにより、加に確保されることにより、加
害の質が悪質化したり同一被害の質が悪質化したり同一被
害者を対象とした別の加害グ害者を対象とした別の加害グ
ループが生じるループが生じる

特定個人への攻撃が常態化特定個人への攻撃が常態化
特定個人への攻撃が反復化特定個人への攻撃が反復化

集団内に加害関与層が増え、集団内に加害関与層が増え、
加害行為への直接制止が加害行為への直接制止が
別の被害をもたらすことを別の被害をもたらすことを
子どもが予見できる状態子どもが予見できる状態
（小グループ内循環含む）（小グループ内循環含む）

ステージステージ2 ステージステージ3 ステージステージ4

からかい　ちょっかい、からかい　ちょっかい、
無視の対象が固定化無視の対象が固定化

加害関与層がグループ化加害関与層がグループ化
（加害者＋観衆）（加害者＋観衆）

いじめ初期いじめ初期 慢性化したいじめ慢性化したいじめ 悪化した状態悪化した状態

対象固定性の弱い対象固定性の弱い
　からかい　からかい
　ちょっかい　ちょっかい
　反目　反目

ステージステージ1

いじめ萌芽期いじめ萌芽期

子ども同士での介入が功子ども同士での介入が功
を奏するを奏する可能性可能性のある範のある範
囲囲
（あくまで可能性）（あくまで可能性）

【【2】教員のいじめ認知後】教員のいじめ認知後

・教員による容認が行われる・教員による容認が行われる
・いじめを見のがす、被害を小さく・いじめを見のがす、被害を小さく
見積る見積る
・被害者を矢面に立たせるいじめ対・被害者を矢面に立たせるいじめ対
策策
・いじめられる側に問題があるとす・いじめられる側に問題があるとす
るる
・表面的な仲直りを強いる・表面的な仲直りを強いる
・いじめを利用した集団づくり指導・いじめを利用した集団づくり指導

・該当学年以前にいじめが見逃さ・該当学年以前にいじめが見逃さ
れてきた体験れてきた体験
・該当学年含めＡのような教師を・該当学年含めＡのような教師を
みてきたことで、自己愛秩序優位みてきたことで、自己愛秩序優位
に移行しやすい。に移行しやすい。
・養育者からの虐待がある・養育者からの虐待がある
・養育者の支配傾向が強い・養育者の支配傾向が強い

ＢＢ
加害関与層加害関与層

・該当学年以前にいじめ被害に・該当学年以前にいじめ被害に
あって解決していないあって解決していない
・該当学年含めＡのような教師・該当学年含めＡのような教師
の行動を見ているの行動を見ている

C
非関与層非関与層

D
学校・教委・地域学校・教委・地域
・安全意識・人権意識の低さ・安全意識・人権意識の低さ
・学校の自治をベースにした事なかれ体質・学校の自治をベースにした事なかれ体質
・学級の自治をベースにした教員間の相互不干渉体質・学級の自治をベースにした教員間の相互不干渉体質
・学校・地域の名誉をベースにした事なかれ体質・学校・地域の名誉をベースにした事なかれ体質
・地域・ＰＴＡ等有力者の影響力をベースにした事なかれ体質・地域・ＰＴＡ等有力者の影響力をベースにした事なかれ体質

いじめの動態ステージ図いじめの動態ステージ図

被害者の対人信頼感を下げる（＝無力感を上げる被害者の対人信頼感を下げる（＝無力感を上げるor孤立感を深める）要因いろいろ孤立感を深める）要因いろいろ

・事態の長期化や反復・事態の長期化や反復
・上記のＡ、・上記のＡ、D
・養育者が・養育者がA、、Dを容認することを容認すること
・養育者の支配傾向が強い・養育者の支配傾向が強い
・養育者からの虐待がある・養育者からの虐待がある

E

・学校の外の人間関係がない・学校の外の人間関係がないor少ない少ない

F


